
2023年度審判会議資料 

1． 日時 2023年 2月 23日 13：30～ ＠東築地学区防災センター 

2． 参加者 山本事務局長、加藤審判長、石井審判技術部長 他役員・審判員  19名 

3． 公認野球規則改正について 

５．１１、７．０１（e）、７．０２（a）の３点が改正される。指名打者とサスペンデッドゲームに関する改正で

ある。JBLAでは指名打者、サスペンデッドの両者ともに採用していないため、運営に懸念なしと思料。 

4． 役員会決定事項 

① コールドゲームの変更について 

大会規定第 2条（コールドゲーム） 

現行の 5回以降 7点の得点差が生じた場合を 4回以降 7点の得点差が生じた場合に変更する。 

大会規定 12条（チーム編成） 

没収試合の点差を現行の 7－0から、6－0での相手チームの勝ちとする。 

5． 議題 

① ネクストバッターズサークルには、必ずネクストバッター（次打者）が入り、座って待機する。 

ネクストバッターズサークルは素振りをするところではなく、待機をする場所である。 

投球練習中、先頭打者はダートサークルの外側等危険ではないところで待機し、次打者はネクス

トバッターズサークルで待機をし、素振り等はしないように指導する。 

投手が次打者の場合でも、キャッチボール等せずネクストバッターズサークルに入る。 

立つとスイング等すると危険なため、座って待機するように指導する。（JBLA規則） 

② 試合終了時に挨拶をしているため、試合終了後に審判に対してチーム・個人での挨拶は不要。 

③ 試合中は、必ずすべての選手・指導者はベンチに入ること。 

④ 投手が投球動作に入ったあとに声出しがあった場合は、注意指導する。 

ショートが、セカンドランナーに大きな声をかけることも注意指導する。 

守備者が走者への威嚇、それに類する行為は厳重注意する。 

⑤ 野手が投手のもとに近寄って声をかける場合は、タイムを取る。 

インプレイ中は、守備位置から声をかける。（マウンドまで行かない。） 

試合中にタイムの回数に関しては、大会規定に新設するものとする。 

⑥ 投手交代があった際は、野手の守備位置交代の場所に限らず、投球練習中の間は、すべての野

手の練習を許可する。（交代していないポジションの練習も可） 

6． 質疑応答 

① 試合中にマウンド上での投球練習は必ず選手がマスクを付けて行う。控えの選手がいない場合

は、他の守備位置の選手がマスクを付けて行う。 

② ベンチ前でのキャッチボールは、ユニフォームを着た指導者であれば可とする。ただし、ベンチ前

等で投球練習をする場合は、防具（マスク等）を着用した選手が行う。 

③ ファールボール等を審判に渡す際に、選手が不足している場合はチームスタッフでも可とする。 

④ ベンチのなかへのバットリング・マスコットバット等の持ち込みは不可とする。 

⑤ カメラ等の撮影位置は、バックネット裏・センター後方での撮影は不可とする。 


